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皇
室
会
議
受
け
政
府
決
定
へ

天
皇
陛
下
の
退
位
日
決
定
の
前
提
と
し
て
安
倍
晋
三
首
相
が
意

見
を
聴
く
皇
室
会
議
が
１
日
、
宮
内
庁
で
開
催
さ
れ
た
。
皇
室
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
政
府
は
退
位
の
日
を
２
０
１
９
年
４
月

日
と
す
る
方
針
を
固
め
た
。
皇
太
子
さ
ま
の
即
位
の
日
を
５
月
１

日
と
し
、
同
時
に
改
元
す
る
考
え
だ
。
退
位
日
を
決
め
る
政
令
を

８
日
閣
議
決
定
す
る
。

皇太子さま‖東宮御所で

天
皇
陛
下
の
退
位
を
実
現
す
る
特

例
法
は
、
退
位
の
日
を
政
令
で
定
め

る
に
あ
た
り
、
首
相
は
あ
ら
か
じ
め

皇
室
会
議
を
開
き
、
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

る
。政

府
は
当
初
、

年

月
末
に
陛

下
が
退
位
す
る
日
程
を
検
討
し
て
い

た
が
、
年
末
年
始
の
皇
室
行
事
に
重

な
る
こ
と
か
ら
宮
内
庁
が
難
色
を
示

し
た
。
政
府
内
で
検
討
を
続
け
、
年

度
末
で
区
切
り
も
良
い
こ
と
か
ら

年
３
月

日
を
退
位
日
と
す
る
案
が

浮
上
し
た
。

し
か
し
こ
の
時
期
は
統
一
地
方
選

に
向
け
て
与
野
党
の
攻
防
が
激
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
３
月
末
は

予
算
案
を
巡
る
国
会
審
議
が
大
詰
め

を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
る
。
元
号
の

切
り
替
え
に
伴
う
官
公
庁
の
シ
ス
テ

ム
変
更
と
、
異
動
に
伴
う
転
居
の
時

期
が
重
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

皇
位
継
承
は
静
か
な
環
境
で
行
う
の

が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
政
府
内
で

強
ま
り
、
退
位
日
を
４
月

日
と
す

る
案
が
有
力
と
な
っ
て
い
た
。

皇
室
会
議
は
、
皇
室
の
重
要
事
項

を
審
議
す
る
機
関
。
皇
室
典
範
に
規

定
さ
れ
、
三
権
の
長
や
皇
族
ら

人

の
議
員
で
構
成
し
、
首
相
が
議
長
を

務
め
る
。
今
回
は
１
９
９
３
年
１
月

に
皇
太
子
さ
ま
の
結
婚
を
了
承
す
る

際
に
開
か
れ
て
以
来
、
約

年
ぶ
り

８
回
目
の
開
催
と
な
る
。

皇
室
典
範
が
規
定
す
る
皇
室
会
議

の
審
議
事
項
は
▽
皇
位
継
承
順
位
１

位
の
「
皇こ

う

嗣し

」
が
重
い
病
気
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
理
由
と
す
る
皇
位
継
承

順
位
の
変
更
▽
天
皇
の
重
い
病
気
な

ど
を
理
由
と
す
る
摂
政
の
設
置
▽
男

性
皇
族
の
結
婚
▽
特
別
な
理
由
が
あ

る
場
合
の
皇
族
の
身
分
か
ら
の
離
脱

｜
｜
な
ど
５
項
目
。
審
議
に
は
６
人

以
上
の
出
席
が
必
要
で
、
多
数
決
で

議
決
す
る
。

初
め
て
開
か
れ
た
の
は

年

月

で
、
戦
後
の
皇
室
改
革
に
伴
い
皇
族

人
の
離
脱
を
決
め
た
。
そ
の
他
は

全
て
男
性
皇
族
の
結
婚
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
て
い
る
。

天皇、皇后両陛下‖皇居の庭園で、いずれも宮内庁提供
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